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☆ 応募する企業を絞り、よく研究する

 ２８歳まで正社員の経験がなかったので、就職しようとしてもどうしたらいいのかさ

っぱりわかりませんでした。新聞や雑誌の求人に応募しても面接でいつも落ちてしまう

のです。そんなとき、友人に教えられてハローワークを利用するようになり、相談員の

方と話し合って、自分が本当にやりたいこと、その中で自分に合うものを選ぶことを教

えられました。それまでは、「数打ちゃ当たる」と、次々に応募していましたが、数を限

って相手の職場をきちんと研究したことで、面接でのていねいな受け答えができたと思

います。

 最終的に決まったのは専門性の高い職場でしたが、面接の前にそれに関する本を読ん

でいったことで、採用担当の方に「よく知っている」という印象を持っていただいたそ

うです。就職してもうすぐ１年になりますが、「自分のやりたい仕事を選んだ」という実

感があるので、仕事に関する勉強がたいへんでも苦にはなりません。これから就職され

るみなさんも、ぜひ「自分のやりたい仕事」を見つけてください。          

（２９歳 女性） 

☆ めんどうくさがらず、あきらめず、周囲の人に積極的に相談する

 私は大学卒業後も仕事には就かず、司法試験を受け続けていましたが、２８歳にして

初めて就職しました。当初、ハローワークのスタッフや周囲の人に就職先を見つけるの

に相当苦労するだろうと言われ、現実の厳しさを痛感しました。でも、幸運にも１ヶ月

未満で就職先を見つけることができました。今思えば、次のようなことが言えます。

 第一に、めんどうくさがらないことです。今はさまざまなメディア（インターネット、

情報誌など）があり、逆にそのことが負担になりがちですが、自分に可能な範囲で最大

限に利用するように努力すればいいでしょう。

 第二に、はじめからあきらめてかからないことです。どうせだめだろうなと思いなが

らエントリーしたり、電話をすると、自分のモチベーションも高まらないし、相手に与

える印象も悪くなるのではないでしょうか。

 第三に、周囲の人に積極的に相談することです。親戚、学校の先生や友人など、考え

られる人には全部相談したほうがいいでしょう。実は私も、周囲の人に自分が就職で困

っていると打ち明けるのは恥ずかしいし、プライド上も許し難いように思いました。し

かし、多くの人は予想以上に親切に対応してくれ、それがきっかけで旧交が復活したり、

新たな人脈が開けたりしました。他人に頼ることが信頼を生むこともあるようです。実

際に会って人と話す、電話で話すということのほうが、本を読んだりインターネットで

情報収集したりするよりも能率がいいかもしれません。

この３つの組み合わせ、すなわち、「めんどうくさがらず、はじめからあきらめず、周

囲の人に積極的に相談する」ということが、私からのアドバイスです。     

（２８歳 男性） 




